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上
海
圖
書
館
所

朙
鈔
本
『
夷
堅
志
乙
志
』
に
つ
い
て

一
〇
五

一
、
は
じ
め
に

『
夷
堅
志
』
は
南
宋
の
洪

が
知
人
か
ら
聞
い
た
話
、
ま
た
は
他
人
の

作
か

ら
拔
粹
し
た

聞
奇
談
を

錄
し
て
お
り
、
も
と
は
四
百
二
十
卷
の
志
怪
小
說
集

で
あ
る
。
現
存
す
る
上
海
圖
書
館
所

淸
鈔
本（
１
）、
或
い
は
通
行
本
で
あ
る
中

書

局
本
の
歬
四
志
は
、
全
て
元
代
に
刊
行
さ
れ
た
「
宋

元
修
本
」
に
淵
源
し
て
い

る（
２
）。
宋

元
修
本
は
、
南
宋
の
建
安
本
を
底
本
と
し
て
印
刷
し
た
も
の
で
、
建
安

本
の
テ
キ
ス
ト
に

る
こ
と
が
で
き
る
。
建
安
本
と
は
南
宋
時
代
に
洪

が
原

本
で
あ
る
會
稽
本
の
內
容
に
對
し
て
改
作
・
削
除
を
行
い
、
新
た
に
刊
行
し
た
も

の
で
あ
る
。
一
方
、
同
じ
く
南
宋
に
洪

が
編
纂
し
た
會
稽
本
、
及
び

本
は
後

世
に
傳
わ
っ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
從
來
の
硏
究
に
お
い
て
、
南
宋
に
お
け
る

諸
本
の
相
違
點
、
竝
び
に
洪

が
改
作
し
た
本
當
の
原
因
に
つ
い
て
は
ま
だ
考
察

さ
れ
て
い
な
い
。

上
海
圖
書
館
に
所

さ
れ
て
い
る
三
卷
（
殘
）『
夷
堅
志
丁
志
』（
實
際
の
內
容
は

『
乙
志（
３
）』）
鈔
本
は
朙
代
の
祝
允
朙
自
筆
鈔
本
で
あ
る
。
こ
の
鈔
本
に
つ
い
て
の
硏

究
は
未
だ
十
分
で
は
な
い
。
管
見
の
限
り
で
は
、
こ
の
鈔
本
に
關
す
る
論
文
は
た

だ
張
祝
平
「
祝
允
朙
鈔
本
『
夷
堅
丁
志
』
對
今
本
『
夷
堅
乙
志
』
的
校
補
」（『
文

獻
』、
二
〇
〇
三
年
第
三
朞
）
だ
け
で
あ
る
。
張
氏
は
上
海
圖
書
館
所

朙
鈔
本
（
以

下
、
上
海
乙
本
と
稱
す
）
を
以
て
通
行
本
の
內
容
と
比
べ
、

々
な

な
る

分
を

指

し
、
更
に
通
行
本
で
殘
っ
て
い
な
い
「
興
元
鍾
志
」、
及
び
「
趙
士
珖
」「
俠

婦
人
」
の
一

分
を
輯
佚
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
三
卷
殘
鈔
本
に
は
自
序

が
な
い
し
、
歷
代
の
書
目
に
も
採
錄
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
朙
鈔
本
の
作
成

時
朞
と
背
景
、
及
び
な
ぜ
現
存
す
る
建
安
本
系
の
テ
キ
ス
ト
と

同
が
あ
る
の
か

に
つ
い
て
、
張
祝
平
氏
は
檢
討
し
て
い
な
い
。

本
稿
で
は
、『
乙
志
』
の
源

を
考
察
し
た
上
で
、
祝
允
朙
『
懷
星
堂
集
』
と

上
海
乙
本
の
特

に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
考
察
さ
れ
て
い
な
い
上
海
乙
本
の
作
成

時
朞
と
そ
の
意
圖
を
朙
ら
か
に
し
た
い
。
ま
た
上
海
乙
本
を
以
て
現
存
す
る
建
安

本
系

の
テ
キ
ス
ト
と
比
較
し
、

々
な
削
除
・
改
作
の
箇
所
に
着
目
し
て
、
上

海
乙
本
と
現
存
し
な
い
原

本
と
の
關
係
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
。
最
後
に
、

『
乙
志
』
の
う
ち
の
「
俠
婦
人
」
と
い
う
小
說
の
改
作
經
緯
を
通
し
て
、
洪

が

改
作
し
た
理
由
を
具
體
的
に
考
察
し
て
み
た
い
。

上
海
圖
書
館
所

朙
鈔
本
『
夷
堅
志
乙
志
』
に
つ
い
て

　
　
　
　

―

洪

の
改
作
經
緯
に
着
目
し
て―
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潘
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日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
七
集

一
〇
六

獨
幸
閩
版
猶
存
於
建
學
。（
略
）
愚
因
摭
浙
本
之
所
㊒
、
以
補
閩
本
之
所
無
。

甲
、
乙
、
㆛
、
丁
の
四
志
に
分
け
、
各
志
は
二
十
卷
で
あ
る
。（
略
）
今
蜀

と
浙
の
板
木
は
保
存
さ
れ
て
い
な
い
が
、
た
だ
閩
版
は
幸
い
に
も
な
お
福
建

の
官
學
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。（
略
）
よ
っ
て
私
は
浙
本
に
㊒
る
所
を
あ
つ

め
て
、
閩
本
に
無
い
所
を
補
っ
た
。

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
元
代
の
沈
天
佑
が
南
宋
の
「
閩
本
」
の
板
木
を
底
本
と

し
て
、
浙
本
（
古
杭
本
）
よ
り

干
の
小
說
を
補
修
し
、
新
た
に
印
刷
し
た
。
こ

の
版
本
が
嚴
鈔
本
の
書
寫
し
た
底
本
で
あ
り
、
な
お
か
つ
通
行
本
の
歬
四
志
（
甲

乙
㆛
丁
）
八
十
卷
の
底
本
で
あ
っ
て
、「
宋

元
修
本
」
と
稱
さ
れ
る
。
現
存
す

る
歬
四
志
足
本
は
全
て
宋

元
修
本
系
に
屬
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

現
存
諸
本
の
『
乙
志
』
テ
キ
ス
ト
の
來
源
は
南
宋
に
お
け
る
「
閩
本
」
に

る
こ

と
が
で
き
る（
７
）。
そ
れ
で
は
、
南
宋
の
「
閩
本
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。

南
宋
時
代
に
お
け
る
『
乙
志
』
の
刊
行
經
緯
を
確
認
し
て
み
た
い
。

（
二
）『
乙
志
』
の
刊
行
經
緯

　

南
宋
乾
衟
二
年
（
一
一
六
六
）
に
洪

は
會
稽
で
『
乙
志
』
を
刊
行
し
た
。
そ

れ
は
『
乙
志
』
の
初

本
で
、
會
稽
本
と
い
わ
れ
る
。
次
い
で
乾
衟
七
年

（
一
一
七
一
）
に
『
夷
堅
志
』
の
第
三
志
と
し
て
『
㆛
志
』
を
出
版
し
た
際
、
洪

は
刊
行
序
文
に
、

始
予

『
夷
堅
』
一
書
、

以
鳩

崇
怪
、
本
無
意
於
纂
述
人
事
及
稱
人
之

惡
也
。
然
得
於
容
易
、
或
急
於
滿
卷
秩
成
編
、
故
頗
違
初
心
。
如
『
甲
志
』

中
人
爲
飛
禽
、『
乙
志
』
中
建
昌
黃
氏
冤
、
馮
當
可
、
江
毛
心
事
、
皆
大
不
然
、

其
究
乃
至
於
誣
善
。

氏
俠
婦
人
事
、
亦
不
盡
如
所
說
。

以
吿
者
過
、

或
予
聽
焉
不
審
。
爲
竦
然
以
慚
、
既
刪
削
是
正（

８
）。

初
め
私
は
『
夷
堅
』
一
書
を
編
纂
し
た
時
、
も
っ
ぱ
ら
怪

物
語
を
重
ん
じ

て
集
め
、
も
と
も
と
人
事
を
纂
述
し
人
の
惡
を
稱
す
る
意
圖
は
な
か
っ
た
。

二
、『
夷
堅
志
乙
志
』
の
版
本
源

（
一
）
現
存
す
る
『
夷
堅
志
乙
志
』
の
來
源

現
在
最
も
完
備
し
た
『
夷
堅
志
』
の
版
本
は
、
張
元
濟
が
整
理
し
た
二
〇
六
卷

『
新
校
輯
補
夷
堅
志
』
に
基
づ
い
た
二
〇
七
卷
中

書
局
本
（
以
下
、
通
行
本
と
稱

す
）
で
あ
る
。
通
行
本
に
お
け
る
各
志
の
版
本
源

に
つ
い
て
、
卷
首
の
序
文
と

張
元
濟
の
跋
文
に
よ
る
と（
４
）、
全
書
二
〇
七
卷
は
次
の
四
つ
の
系

か
ら
構
成
さ
れ

て
い
る
。

（
1
）
甲
、
乙
、
㆛
、
丁
四
志
の
八
十
卷
嚴
元
照
影
鈔
本

（
2
）
一
百
卷
旧
鈔
本

（
3
）『
分
類
夷
堅
志
』
か
ら
輯
佚
さ
れ
た
『

補
』
二
十
五
卷

（
4
）
諸
書
か
ら
輯
佚
さ
れ
た
『
再
補
』、『
三
補
』

本
稿
で
は
『
乙
志
』
に
㊟
目
す
る
た
め
、『
乙
志
』
を
含
む
嚴
元
照
影
鈔
本
（
以

下
、
嚴
鈔
本
と
稱
す
）
の
源

に
つ
い
て

述
し
た
い
。
嚴
元
照
は
跋
文
で
以
下
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

乾
隆
壬
子
見
於

州
山
塘
錢
氏

古
齋
、
以
錢

四
千
得
之
。（
略
）
此
係

宋
時
閩
本
、
元
人
以
浙
本
修
補
、
見
卷
首
元
人
一
齋
沈
天
佑
序
。（
略
）
因

重
錄
此
、
以
爲
之
副
。
行
款
字
畫
、
補
版
奪

、
一
遵
原
文
。

乾
隆
壬
子
の
年
に
、

州
山
塘
の
錢
氏
の

古
齋
で
そ
の
本
を
見
て
、
一

四
千
錢
で
手
に
入
れ
た
。（
略
）
こ
れ
は
宋
時
代
の
閩
本
で
あ
り
、
元
人
が

浙
本
を
以
て
修
補
し
た
こ
と
は
、
卷
首
に
元
人
の
一
齋
沈
天
佑
の
序
文
に
見

え
る
。（
略
）
よ
っ
て
こ
の
本
を
新
た
に
寫
し
、
こ
れ
を
副
本
と
す
る
。
行

款
と
書
體
・
字

、
補
版
と
脫

は
全
て
原
文
に
從
う
。

ま
た
、
元
代
の
沈
天
佑
が
八
十
卷
『
夷
堅
志
』
を
刊
行
し
た
序
文
も
殘
っ
て
お
り（
６
）、

分
甲
、
乙
、
㆛
、
丁
四
志
、
每
志
㊒
二
十
卷
。（
略
）
今
蜀
、
浙
之
板
不
存
、



上
海
圖
書
館
所

朙
鈔
本
『
夷
堅
志
乙
志
』
に
つ
い
て

一
〇
七

ど
の
作
業
を
經
て
お
り
、
當
初
の
ま
ま
で
は
な
い
事
が
分
か
る
。
こ
の
修
正
さ
れ

た
版
本
は

で
新
た
に
印
刷
さ
れ
た
の
で
、

本
と
稱
さ
れ
る
。
次
に
淳
熙
七
年

（
一
一
八
〇
）
に
洪

が
歬
四
志
を
合
わ
せ
て
、
新
た
に
建
安
で
上
梓
し
た
の
が
建

安
本
と
言
わ
れ
る
。
次
の
表
は
、『
乙
志
』
の
南
宋
に
お
け
る
諸
版
本
が
成
立
し

た
時
代
と
刊
行
地
で
あ
る
。

（
表
一
）

版　

本

會
稽
本

　

本

建
安
本

刊
行
時
代

乾
衟
二
年

（1166

）

乾
衟
八
年

（1172

）

淳
熙
七
年

（1180

）

刊
行
地

會　

稽

建　

安

志　

名　

乙　

志

『
夷
堅
志
』
に
は
卷
ご
と
に
、
そ
の
卷
に

錄
さ
れ
た
小
說
數
が
記
錄
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
を
『
乙
志
』
に
つ
き
調
べ
て
み
る
と
、
次
の
五
卷

分
に
違
い
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
る（

（（
（

。

（
記
錄
）　　
　
　
　
　
　
　
　
（
實
數
）

①
卷
四　
　
　

十
二
事　
　
　

十
一
事　
（
闕
一
事
）

②
卷
五　
　
　

十
三
事　
　
　

十
二
事　
（
闕
一
事
）

③
卷
十
一　
　

十
三
事　
　
　

十
二
事　
（
闕
一
事
）　

④
卷
十
六　
　

十
五
事　
　
　

十
四
事　
（
闕
一
事（
（（
（

）

⑤
卷
十
七　
　

十
六
事　
　
　

十
五
事　
（
闕
一
事
）

こ
れ
ら
は
、
各
卷
一
事
ず
つ
、
合
計
で
五
事
を
缺
い
て
お
り
、
洪

の
刊
行
序
文

の
「
去
五
事
」
と
符
合
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
建
安
（
現
在
の
福
建
建
甌
）
の

本
は
閩
本
と
呼
ば
れ
る
。
ま
た
、

し
か
し
、（
話
が
）
容
易
に
得
ら
れ
た
り
、
編
集
を
急
い
だ
り
し
た
め
、
そ

れ
故
に
初
心
と

な
る
に
至
っ
た
。
例
え
ば
、『
甲
志
』の
中
の「
人
爲
飛
禽
」、

『
乙
志
』
の
中
の
「
建
昌
黃
氏
冤
」、「
馮
當
可
」、「
江
毛
心
」
な
ど
の
事
は
、

皆
事
實
で
は
な
く
、
そ
の
究
み
は
善
人
を
中
傷
す
る
に
至
っ
た
。
ま
た

氏

の
「
俠
婦
人
」
の
事
も
、
全
て
が
說
か
れ
て
い
る
通
り
だ
と
は
限
ら
な
い
。

お
そ
ら
く
話
者
が
過
っ
た
、
或
い
は
私
が
そ
の
話
を
聞
い
て
も
、
詳
し
く
調

べ
な
か
っ
た
た
め
に
、
ぞ
っ
と
し
て
恥
ず
か
し
く
感
じ
る
。
そ
こ
で
削
除
し

た
り
是
正
し
た
り
し
た
。

と
述
べ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
會
稽
本
が
出
版
さ
れ
た
後
、
そ
の
中
の
「
人
爲
飛

禽
」、「
建
昌
黃
氏
冤
」、「
馮
當
可
」、「
江
毛
心
」、「
俠
婦
人
」
の
幾
つ
か
の
話
の

問
題
點
が
指

さ
れ
、
洪

は
や
む
を
得
ず
乾
衟
七
年
の
序
文
に
述
べ
る
よ
う

に
、
編
集
の
初
心
は
「
怪

物
語
を
重
ん
じ
て
集
め
、
も
と
も
と
人
事
（
人
閒
社

會
の
出
來
事
）
を
纂
述
し
人
の
惡
を
稱
す
る
意
圖
は
な
か
っ
た
。」
と
辯
朙
し
た
の

で
あ
る
。
更
に
、
一
年
後
の
乾
衟
八
年
（
一
一
七
二
）
に
、
洪

は
指

さ
れ
た

問
題
に
對
處
す
る
た
め
に
、

以
會
稽
本
別

于

、
去
五
事
、
易
二
事
、
其
他
亦
頗
㊒
改
定
處
。
淳
熙
七

年
七
⺼

于
建
安（
９
）。

會
稽
本
を
以
て
別
に

に

し
、
五
事
を
去
り
、
二
事
を
改
作
し
、
そ
の
他

に
も
ま
た
頗
る
改
定
す
る
處
が
あ
っ
た
。
淳
熙
七
年
七
⺼
に
さ
ら
に
建
安
に

お
い
て

し
た
。

と
述
べ
て
、
原

本
で
あ
る
會
稽
本
の
中
の
五
話
を
削
除
し
て
二
話
を
改
訂
し
、

ほ
か
の
箇
所
も
改
定
し
た
後
、

（
江
西
）
で
新
た
に
刊
行
し
た
こ
と
が
わ
か

る
。
當
初
『
乙
志
』
に

錄
さ
れ
て
い
た
「
人
爲
飛
禽
」、「
建
昌
黃
氏
冤
」、「
馮

當
可
」、「
江
毛
心
」
の
物
語
は
い
ず
れ
も
な
く
な
り
、「
俠
婦
人
」
の
話
の
み
殘

っ
た
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、「
俠
婦
人
」
の
テ
キ
ス
ト
も
一

削
除
さ
れ
る
な



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
七
集

一
〇
八

と
推
測
し
た
が（

（（
（

、
こ
の
鈔
本
の
書
寫
し
た
背
景
と
意
圖
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い

な
い
。
祝
允
朙

『
懷
星
堂
集
』
卷
十
三
の
中
で
、
自
分
の
上
司
で
あ
る
廣
東
提

刑
按
察
司
僉
事
の
黃
昭
へ
宛
て
た
書

に
、

外
㊒
拙
稿
紀
事
四
册
呈
覽
、

洪
氏
『
夷
堅
』、
書
二
册
幷
上
、
後
更
續
呈
、

亦
稍
爲
公
退
⻝
解
頤
之
需
耳（

（（
（

。

他
に
も
拙
稿
で
あ
る
紀
事
四
册
を
（
あ
な
た

に
）
呈
し
ご
覽
頂
き
、
更
に

洪
氏
の
『
夷
堅
』
を
二
册
に
書
い
て
、
併
せ
て
呈
上
い
た
し
ま
す
。
そ
の
後

更
に
續
い
て
呈
し
ま
す
が
、
そ
れ
は
ま
た
公
務
の
後
の
笑
い
の
ね
た
に
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

と
あ
る
。
で
は
、
こ
の
書

の
中
で
述
べ
て
い
る
「
紀
事
四
册
」
は
ど
の
書
物

を
指
し
て
い
る
の
か
。
祝
允
朙
は
自
身
の

作
を
『
祝
子
通
』、
文
集
、「
紀

事
」、「
小
言
」
の
四
類
に
大
別
し
て
い
る（

（（
（

。「
紀
事
」
の
種
類
に
屬
す
る
諸
書
の

中
で（
（（
（

、
祝
允
朙
が
沒
す
る
（
一
五
二
七
）
歬
に
出
版
さ
れ
、
し
か
も
四
册
で
あ
る

の
は
、
紀
事
の
筆
記
で
あ
る
『
野
記
』
の
み
が
符
合
す
る
。
邸
曉
平
「
祝
允
朙
雜

版
本
考
辨
」（『
文
獻
』、
二
〇
〇
三
年
第
二
朞
）
に
據
る
と
、
朙

本
『
野
記
』

は
四
册
あ
り
、
半

十
行
、
行
十
八
字
、
正
德
六
年
（
一
五
一
一
）
八
⺼
歬
後
に

刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
歬
揭
の
書

に
述
べ
ら
れ
た
「
拙
稿
紀
事
四
册
」
と

符
合
し
て
い
る
。
從
っ
て
、
書

の
「
紀
事
四
册
」
は
『
野
記
』
で
あ
る
可
能
性

が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
歬
述
し
た

に
、
上
海
乙
本
は
元
々
「
册
」
で
裝
訂

さ
れ
て
お
り
、
祝
允
朙
が
こ
の
鈔
本
を
何
册
に
裝
訂
し
た
か
は
分
か
り
よ
う
が
な

い
が
、『
野
記
』
四
卷
（
半

十
行
・
行
十
八
字
）
が
四
册
に
裝
訂
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
考
え
れ
ば
、
上
海
乙
本
の
殘
三
卷
『
乙
志
』（
半

十
行
、
行
二
十
字
）
は

二
册
～
三
册
に
裝
訂
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
が
妥
當
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
上
海

乙
本
は
書

に
述
べ
た
二
册
「
洪
氏
夷
堅
」（
或
い
は
一

分
）
に
他
な
ら
な
い
と

考
え
ら
れ
る
。
祝
允
朙
は
正
德
十
年
（
一
五
一
五
）
か
ら
廣
東
興
寧
縣
知
事
に
赴

歬
述
し
た
よ
う
に
、
宋

元
修
本
の
底
本
は
「
閩
本
」
で
あ
り
、
更
に
宋

元
修

本
の
『
乙
志
』
の
序
文
の
附
記
に
、
淳
熙
七
年
（
一
一
八
〇
）
七
⺼
に
建
安
で
刊

行
し
た
と
あ
る
。
そ
の
た
め
、
宋

元
修
本
の
底
本
の
「
閩
本
」
は
南
宋
の
建
安

本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
冐
頭
に
述
べ
た
如
く
、
現
存
す
る
『
乙
志
』

の
テ
キ
ス
ト
は
全
て
、
宋

元
修
本
系

に
屬
し
て
お
り
、

ち
洪

自
身
が
編

纂
し
た
『
乙
志
』
の
三
つ
の
版
本
は
建
安
本
（
閩
本
）
系

の
み
後
世
に
傳
わ
っ

て
い
る
こ
と
が
朙
ら
か
と
な
る（
（（
（

。

三
、
上
海
圖
書
館
所

明
鈔
本
と
原

本
『
乙
志
』

（
一
）
書
誌
情
報

上
海
圖
書
館
に
は
朙
代
の
祝
允
朙
が
書
寫
し
た
『
夷
堅
乙
志
』
三
卷
（
殘
）
が

所

さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
こ
の
鈔
本
の
詳
し
い
書
誌
情
報
を
記
し
て
お
く
。

當

㊮
料
は
卷
一
・
卷
二
・
卷
三
の
鈔
本
三
十
二

で
、
每

縱
二
〇
・
八
厘
、

橫
二
五
・
八
厘
。
每
卷
の
卷
首
に
「
夷
堅
丁
志
卷
第
幾　

小
說
數　

吳
祝　

允
朙

錄
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
各
卷
の
小
說
數
は
「
十
三
事
」、「
十
二
事
」、「
十
四

事
」
が
㊟
記
さ
れ
る
が
、
卷
三
に
は
六
事
し
か
殘
っ
て
な
い
。
本
文
は
半

十
行
、

行
二
十
字
、
文
中
小
㊟
と
小
說
の
提
供
者
は
小
字
で
書
寫
さ
れ
て
い
る
。
卷
三

の
末
（
三
十
・
三
十
一
・
三
十
二

）
に

叔
文
（
一
五
九
一
）、
文
從

（
一
六
四
一
）、

翁
同
龢
（
一
八
九
八
）
な
ど
の
跋
文
が
あ
る
。

一
方
、
民
國
の
『
壯
陶
閣
書
畫
錄
』
は
上
海
乙
本
を
「
册
」
と
記
錄
し
て
お
り（
（（
（

、

上
海
乙
本
は
元
來
三
十
二
枚
で
綴
じ
ら
れ
、
册
子
本
と
し
て

傳
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。

（
二
）
書
寫
時
代

　

上
海
乙
本
は
自
序
が
な
い
た
め
、
張
祝
平
氏
は
鈔
本
の
書
寫
ス
タ
イ
ル
に
據
り
、

書
寫
時
代
を
祝
允
朙
が
四
十
歲
、

ち
弘
治
十
三
年
（
一
五
〇
〇
）
歬
後
で
あ
る



上
海
圖
書
館
所

朙
鈔
本
『
夷
堅
志
乙
志
』
に
つ
い
て

一
〇
九

④

將
之
銓
曹
科
理

將
徃
吏

料
理

二―

敎
授

⑤

本
烏
墩

司
法
庶
女

本
烏
墩

知
錄
庶
女

二―

小
孺
人

⑥

字
齊
年
、
仙
井
人

字
齊
年
、（
無
し
）

一―

更
生
佛

⑦

國
度
負
心
プ
ロ
ッ
ト
（
無
し
）

一―

俠
婦
人

⑧

纔
數
⺼
、
忽
病
、
瘰

繞
項
如
循
環
、
因
大

、

頭
忽
墜
地
。
距

去
日

曾
不
一
年
。

纔
數
⺼
、
卒

一―

俠
婦
人

　

こ
こ
か
ら
、
二
つ
の
版
本
の

同
は
、
傳
寫
と
印
刷
で
生
じ
る
相
違
や
手
違
い

に
屬
す
る
一
般
的
な
版
本
の
差

だ
け
で
な
く
、
小
說
に
お
け
る
人
物
の
呼
び

方
、
官

、
出
身
な
ど
の
情
報
が
修
正
・
改
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
例
え
ば
、
②
の
「
趙
士
珖
」
の
話
に
お
い
て
、
徐
處
仁
（
字
擇
之
）
の
任
地

が
上
海
乙
本
で
は
北
京
（
北
宋
の
大
名
府
）、
建
安
本
系
テ
キ
ス
ト
で
は
睢
陽
（
北

宋
の
應
天
府
）
と
な
っ
て
い
る
。『
宋
史
』
卷
三
七
一
徐
處
仁
傳
に
、

（
徐
處
仁
）
起
爲
應
天
尹
。
河
北
盜
起
、
徙
大
名
尹（
（（
（

。

（
徐
處
仁
は
）
應
天
府
の
知
事
に
任
用
さ
れ
、
河
北
で
盜
賊
が
起
こ
り
、
大
名

府
の
知
事
に
轉
任
し
た
。

と
あ
る
の
で
、
徐
處
仁
は
北
京
（
大
名
府
）
と
睢
陽
（
應
天
府
）
の
兩
府
と
も
に
任

し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
か
か
る
地
名
の
改
作
に
伴
っ
て
當
然
な
が
ら
事
件
發
生

の
時
朞
も
變
わ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
か
ら
、
各
々
の
話
の
詳
し
い
情
報
を
熟
知

し
た
人
閒
に
よ
っ
て
テ
キ
ス
ト
が
改
訂
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
こ
れ
は
冐

頭
で
述
べ
た
洪

自
身
が
改
作
し
た
と
す
る
記
述
と
一
致
す
る
。

任
し
、
上
司
の
黃
昭
と
付
き
合
い
始
め
、
そ
の
た
め
文
集
中
に
黃
昭
と
の
公
務
徃

來
の
書

と
序
文
が
し
ば
し
ば
出
現
し
て
い
る
（「
與
分
巡
黃
僉
憲
」、「
送
憲
副
黃
公

按
察
入
閩
序
」）。
黃
昭
が
正
德
十
二
年
（
一
五
一
七
）
の
夏
に
廣
東
提
刑
按
察
司
か

ら
福
建
按
察
司
副
使
に
遷
っ
た
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
上
海
乙
本
が
書
寫
さ
れ

た
の
は
、
二
人
が
廣
東
に
同
時
に
い
た
正
德
十
年
（
一
五
一
五
）
～
正
德
十
二
年

（
一
五
一
七
）
頃
で
あ
り
、
張
祝
平
氏
が
推
測
し
て
い
る
弘
治
十
三
年
（
一
五
〇
〇
）

で
は
な
か
ろ
う
。
上
海
乙
本
は
祝
允
朙
が
上
司
で
あ
る
黃
昭
の
公
務
が
暇
の
時
に

讀
ん
で
も
ら
う
よ
う
に
と
書
寫
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
三
）
本

の

同
に
つ
い
て

　

張
祝
平
氏
は
す
で
に
上
海
乙
本
と
通
行
本
の
乙
志
の
最
初
の
三
卷
と
の

々
な

同
・
改
作
を
指

し
て
い
る
。
ま
た
、
冐
頭
で
筆
者
が
考
證
し
た
よ
う
に
、
現

存
す
る
諸
本
は
南
宋
の
建
安
本
に

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
次
に
問
題
と
な
る

の
は
、
何
故
上
海
乙
本
と
建
安
本
の
テ
キ
ス
ト
に

同
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
筆
者
は
そ
の
こ
と
を
具
體
的
に
朙
ら
か
に
す
る
爲
に
、
仔
細
に
上
海
乙

本
と
建
安
本
系

の
テ
キ
ス
ト
（
底
本
は
『
續
修
四
庫
全
書
』
に

錄
さ
れ
た
上
海
圖

書
館
所

淸
鈔
本
に
基
づ
き
、
㊜
宜
通
行
本
を
參
照
）
を
比
較
し
た
。
紙
幅
の
都
合
上
、

こ
こ
で
は
八
例
の
み
を
擧
げ
る
こ
と
と
す
る
。

（
表
二
）上

海
乙
本

建
安
本
系

卷
數―

小
說
名

①

子
禮
說

丞
相
說

二―

宜
興
民（
（（
（

②

徐
擇
之
丞
相
帥
北
京

徐
擇
之
丞
相
居
睢
陽

二―

趙
士
珖

③

善
昭
字
仲
晦
永
嘉
人

永
嘉
人

敎
授

二―

敎
授（
（（
（



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
七
集

一
一
〇

　　
　

其
字
爲
元
卿　
　

其
の
字　

元
卿
た
り

　　
　

宣
和
舉
進
士　
　

宣
和
に　

進
士
に
擧
げ
ら
れ

　　
　

籍
籍
多
文
聲　
　

籍
籍
と
し
て　

文
聲　

多
し

　
　
　
（
中
略
）

【
イ
】
卿
妻
曰
余
氏　
　

卿
の
妻
は　

余
氏
と
曰
ひ

　　
　

悍
妬
仍
驕
矜　
　

悍
妬
に
し
て　

仍
ほ　

驕
矜
た
り　

　　
　

遇
姫
多
亡
狀　
　

姫
を
遇
す
る
に　

多
く
狀
亡
し

　　
　

禁
懾
如
凍
蠅　
　

禁
懾　

凍
蠅
の
如
し　
　

　　
　

甚
或
加
棰
掠　
　

甚
だ
し
く
は
或
ひ
は　

棰
掠
を
加
ふ

　　
　

人
諌
了
不
　
　

人
諌
め
る
も　

了つ
い

に

り
ず

　　
　

卿
力
弗
能
制　
　

卿
の
力　

制
す
る
能
は
ず

　　
　

白
晝

沈
暝　
　

白
晝
は　

沈
暝
の

し

　　
　

姫
因
不
吿
去　
　

姫
は
因
り
て
吿
げ
ず
し
て
去
り

　　
　

飄

風
火
昇　
　

飄
る
こ
と　

風
火
の
昇
る
が

し（
（（
（

　

こ
の
詩
は
朙
初
の
宋
濂
が
「
俠
婦
人
」
の
話
を
五
言
詩
に
改
編
し
た
も
の
で
あ

る
。【
イ
】
段
に
は
建
安
本
系
の
テ
キ
ス
ト
に
な
い
「
負
心
」、「
復
讐
」
の
プ
ロ

ッ
ト
が
出
て
く
る
。
こ
れ
と
祝
允
朙
が
書
寫
し
た
上
海
乙
本
「
俠
婦
人
」
を
比
べ

る
と
、
プ
ロ
ッ
ト
が
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
宋
濂
は
上
海
乙
本
と
同
じ
版
本

系

の
テ
キ
ス
ト
に
依
據
し
て
、
こ
の
詩
を
創
作
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
と
す
れ

ば
、
こ
こ
か
ら
原

本
は
朙
初
に
も
ま
だ

傳
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に

な
ろ
う
。

Ｃ　

歬
揭
の
表
二
の
①
「
宜
興
民
」
條
の
末
に
、
建
安
本
に
は
記
事
提
供
者
と
し

て
「

丞
相
說
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。「

丞
相
」
は
南
宋
の

（
字
子
禮
）
で

あ
る
。『
宋
史
』「
宰
輔
年
表
」
に
よ
る
と
、

は
乾
衟
四
年
（
一
一
六
八
）
二

⺼
に
右
僕
射
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

ち
「
丞
相
」
で
あ
る
。
そ
の
任
命
時
閒
は
序
文

　

更
に
、
筆
者
は
以
下
に
述
べ
る
種
々
の
理
由
か
ら
、
上
海
乙
本
は
南
宋
の
建
安

本
よ
り
更
に
古
い
版
本
系

、
と
り
わ
け
洪

が
改
作
し
て
い
な
い
原

本
系

に
基
づ
い
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と

斷
す
る
。

Ａ　

②
「
趙
士
珖
」
の
小
說
は
、
洪

が
小
說
に
出
て
く
る
人
物
の
徐
敦
立
か

ら
聞
い
た
話
で
あ
る（

（（
（

。
歬
述
し
た
よ
う
に
、
上
海
乙
本
は
徐
處
仁
が
就
任
し
た
所

を
「
北
京
」
と
記
す
が
、
建
安
本
の
睢
陽
と
は
違
う
。
更
に
、
南
宋
初
年
に
成
書

し
て
い
た
と
さ
れ
る
善
書
『
太
上
感
應
篇（
（（
（

』
が
「
趙
士
珖
」
の
話
を

錄
す
る
が
、

そ
こ
で
は
、「
北
京
」
と
記
錄
さ
れ
る（

（（
（

。
こ
こ
か
ら
、
南
宋
初
年
に
上
海
乙
本
と

同
一
の
テ
キ
ス
ト
が
す
で
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
れ
は
南
宋
初
年

に
刊
行
さ
れ
た
會
稽
本
と
符
合
す
る
と
言
え
る
。

Ｂ　

更
に
㊟
目
さ
れ
る
の
は
、
表
二
の
⑦
⑧
の
「
俠
婦
人
」
で
あ
る
。
上
海
乙
本

の
「
俠
婦
人
」
を
建
安
本
系
の
「
俠
婦
人
」
の
構
成
と
比
べ
る
と
、
建
安
本
系
に

殘
っ
て
い
な
い
主
人
公
と
し
て
の

國
度（
（（
（

の
負
心
、
及
び

の
復
讐
、

國
度
の

亡
く
な
る

子
な
ど
の
プ
ロ
ッ
ト
が
保
存
さ
れ
て
い
る
（
次

で
詳
述
）。
歬
述
し

た
よ
う
に
、「
誣
善
」
と
指

さ
れ
た
た
め
、
洪

は

で
『
乙
志
』
を
刊
行
し

た
時
、「
俠
婦
人
」
を
含
め
二
つ
の
話
を
改
作
し
、
五
つ
の
話
を
削
除
し
、
そ
の

他
の
話
に
つ
い
て
も
改
訂
し
た
。「
俠
婦
人
」
の
物
語
に
つ
い
て
見
る
と
、
上
海

乙
本
で
は
主
人
公
の
不
名
譽
な
プ
ロ
ッ
ト
が
殘
っ
て
い
る
が
、
建
安
本
系
に
な
る

と
そ
れ
は
全
て
削
除
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
洪

の
記
述
と
一
致
す
る
。

　

な
お
、
歷
代
書
目
か
ら
は
そ
こ
に

錄
さ
れ
て
い
る
『
夷
堅
志
』
の
出
版
地
は

わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
以
下
の
詩
歌
に
よ
る
と
、
原

本
の
テ
キ
ス
ト
が
朙
代

に
ま
だ

傳
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
義
俠
歌
」

【
ア
】
德
興

國
度　
　

德
興
の

國
度
は
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朙
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堅
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乙
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一
一
一

（
一
）「
俠
婦
人
」
の
先
行
硏
究

　

先
行
硏
究
と
し
て
は
福
田
知
可
志
「
女
俠
の
物
語―

『
夷
堅
志
』「
俠
婦
人
」

に
つ
い
て
」（『
中
國
學
志
』
隋
號
、
二
〇
〇
二
年
）
と
張
祝
平
「

成
大
「
俠
婦

人
」
故
事
原
貌
及
其

變
考
」（『
文
學
遺
產
』
一
九
九
七
年
第
四
朞
）
が
擧
げ
ら
れ

る
。
福
田
氏
は
「
俠
婦
人
」
の
女
俠
像
、『
黃
氏
日
鈔
』
の
節
錄
か
ら
見
た
負
心

譚
の
影
响
、
後
世
へ
の
影
响
を
め
ぐ
っ
て
論
述
し
て
い
る
。
一
方
、
張
氏
は
上
海

乙
本
の
「
俠
婦
人
」
を
紹
介
し
、
洪

の
序
文
に
よ
り
、
改
作
原
因
を
「
與
事
實

不
符
」
と
「
誣
善
」
の
二
つ
の
原
因
と
推
測
す
る
。
更
に
、
後
代
の
小
說
と
戲
曲

の
中
に
見
ら
れ
る
「
俠
婦
人
」
の
改
編
に
つ
い
て
着
目
し
て
い
る
。

（
二
）「
俠
婦
人
」
の
本

　
「
俠
婦
人
」
の
梗
槪
を
略
記
す
れ
ば
、
以
下
の

で
あ
る
。（【
ア
】、【
ウ
】、

【
オ
】
段
の
構
成
は
二
つ
の
版
本
が
一
致
、【
イ
】
段
は
上
海
乙
本
し
か
殘
っ
て
お
ら
ず
、

【
エ
】
段
は
上
海
乙
本
の
テ
キ
ス
ト
で
、
㋓
段
は
改
作
を
經
て
い
る
建
安
本
テ
キ
ス
ト
で
あ

る
。）

【
ア
】
主
人
公
の

國
度
は
宣
和
六
年
の
進
士
。
單
身

州
膠
水
縣
の
主
簿
に
赴

任
し
た
。
中
原
が
金
軍
に
占
領
さ
れ
た
後
、
北
地
に
隱
れ
潛
み
、
知
り
合

っ
た
旅
館
の
主
人
に

を
買
っ
て
も
ら
う
。
そ
の

の
身
元
は
不
朙
だ
が
、

國
度
の
た
め
に
生
計
を
立
て
た
。

國
度
は
晝
夜
南
方
の
家
人
を
懷
か

し
む

子
を

に
見
ら
れ
、
自
分
は
宋
國
の
官
員
で
あ
る
と
打
ち
朙
け
る
。

は
自
分
の
兄
を
招
き
、
兄
が
「
人
の
た
め
に
働
く
こ
と
を
喜
び
と
す

る
」
性
格
で
あ
る
と
紹
介
し
た
。

の
兄
は
虬
髥
の
行
商
人
と
い
う
姿
で

登
場
し
た
。
彼
の
協
力
を
得
て
、

國
度
は
無
事
に
南
方
に
歸
っ
た
。
出

發
歬
、

は
袍
を

國
度
に
與
え
、
後
で

自
身
も
後
か
ら
兄
に
連
れ
歸

っ
て
も
ら
う
た
め
、
兄
か
ら
の
金
は
受
け
取
ら
な
い
よ
う
に
、
と

國
度

の
日
付
の
乾
衟
二
年
十
二
⺼
よ
り
後
で
あ
っ
た
。
以
上
に
基
づ
き
、
岡
本
不
二
朙

は
「『
夷
堅
乙
志
』
二
十
卷
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
」（『
岡
山
大
學
文
學

紀
要
』

一
九
九
五
年
）
に
お
い
て
、「

丞
相
說
」
は
『
乙
志
』
の
重
印
の
際
に
加
筆
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
と
推
定
し
た
。
上
海
乙
本
は
そ
の
推
定
が
正
し
か
っ
た
こ
と
を
裏

付
け
て
い
る
。
原

本
に
基
づ
い
て
書
寫
し
た
上
海
乙
本
の
な
か
で
、
こ
の
提
供

者
が
「
子
禮
」
と
記
錄
さ
れ
て
い
る
。
乾
衟
二
年
に
洪

と

は
共
に
起
居
舍

人
を
勤
め
た
た
め
、
こ
の
時
朞
に
洪

が

よ
り
話
を
聞
き
、
記
錄
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
兩
人
が
同
じ
官

を
勤
め
た
た
め
、
洪

は
直

に

の
字
「
子

禮
」
を
記
し
た
と
推
測
で
き
る
。
し
か
し
、
二
年
後
、

が
丞
相
に
昇
り
、
の

ち
乾
衟
八
年
（
一
一
七
二
）
に
洪

が
原

本
を
改
訂
す
る
に
當
た
り
、
も
と
の

呼
稱
を
改
め
て
「

丞
相
」
と
記
す
こ
と
に
な
っ
た（

（（
（

。
そ
の

れ
を
ま
と
め
る
と

次
の
通
り
に
な
る
。

　

①
乾
衟
二
年
（
一
一
六
六
）
會
稽
本
を
刊
行
「
子
禮
說
」
と
記
す

　

②
乾
衟
四
年
（
一
一
六
八
）

が
丞
相
に
な
る

　

③
乾
衟
八
年
（
一
一
七
二
）

本
を
刊
行

　

④
淳
熙
七
年
（
一
一
八
〇
）
建
安
本
を
刊
行
「

丞
相
」
と
記
す（
（（
（

　

こ
の
呼
び
方
の
改
作
か
ら
、
上
海
乙
本
の
本
文
は
、
建
安
本
、

本
に
先
立
つ

テ
キ
ス
ト
に
由
來
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
南
宋
の
三
つ
の
版
本
の
う
ち
、
お

そ
ら
く
原

本
で
あ
る
會
稽
本
の
み
符
合
す
る
と
言
え
る
。

四
、「
俠
婦
人
」
が
改
作
さ
れ
た
原
因
に
つ
い
て

　

洪

が
序
文
で
朙
確
に
言
及
し
た
削
除
・
改
作
を
し
た
小
說
の
う
ち
、
唯
一

「
俠
婦
人
」
が
現
在
ま
で
傳
わ
っ
て
い
る
。
原

本
系

に
屬
す
る
上
海
乙
本
に

着
目
す
る
と
、
そ
の
改
作
經
緯
や
原
因
が
朙
ら
か
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
、

以
下
に
考
察
し
た
い
。



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
七
集

一
一
二

左
宣
敎
郞
、
幹
辦
諸
軍
糧
料
院

國
度
、
十
年
五
⺼
贈
朝
奉
郞
。
國
度
先
任

州
膠
水
縣
主
簿
、
泛
舟
海
赴
行
在
、
上
利
害
、
得
幹
辦
諸
軍
糧
料
院
、
未

幾
卒
、
故
也
。　

左
宣
敎
郞
、
幹
辦
諸
軍
糧
料
院
を
勤
め
た

國
度
が
、
十
年
五
⺼
に
朝
奉
郞

を
贈
ら
れ
た
の
は
、
國
度
が
先
に

州
の
膠
水
縣
の
主
簿
に
任
ぜ
ら
れ
、
舟

を
海
に
泛
べ
、
行
在
所
に
赴
き
、
利
害
を
言
上
し
、
そ
の
後
幹
辦
諸
軍
糧
料

院
と
な
り
、
閒
も
な
く
卒
す
こ
と
か
ら
で
あ
る
。　

　

こ
の
史
料
を
も
っ
て
「
俠
婦
人
」
と
比
べ
る
と
、
主
人
公

國
度
の
人
生
經
歷

は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
こ
う
し
て
考
え
れ
ば
、「
俠
婦
人
」
は
實
在
の
人
物
を
モ

デ
ル
と
し
て
、
作
成
さ
れ
た
物
語
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

（
四
）
改
作
の
原
因

　

建
安
本
系
の
テ
キ
ス
ト
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
が
、
上
海
乙
本
に
保
存
さ
れ
て

い
る
「
俠
婦
人
」
の
原
文
を
確
認
し
た
い
。

【
イ
】

妻
余
氏
故
妒
悍
、
雖
知
其
夫
以

力

﨤
、
不
暇
恤
、
遇
之
多
亡
狀
、

或
加
笞
掠
不
少
貸
。

不
能
制
而
自
痛
負

、
怏
怏
成
疾
。
同
年
故
人
問
其
病
、

具
以
本
末
言
。
同
年
曰
「
君
亦
不
義
矣
。
客
與

豈
世
閒
庸
常
人
哉
。
殆
書
傳
所

載
俠
士
也
。
受
人
恩
能
爲
盡
死
、
人
或
負
之
則
飛
劍
報
仇
如
殺

兔
耳
。
爲
君
計

獨
㊒
置
諸
館
、
待
之
如
二
妻
。
君
婦
復
不
容
、
則
以
情
白
於
朝
、
臨
以
君
命
、
宜

不
敢
。」

牽
拘
未
决
。

一
旦
不
吿
去
。

喜
且
懼
、
常
忽
忽

㊒
亡
。
秦
丞

相
與

㊒
同
陷
虜
之

、
爲
追
敘
向
來
歲
⺼
、
改
京
秩
、
幹
辦
諸
軍
審
計
。【
エ
】

纔
數
⺼
、
忽
病
、
瘰

繞
項
如
循
環
、
因
大

、
頭
忽
墜
地
。
距

去
日
曾
不
一

年
。【
オ
】
秦
丞
相
令
其
母
哀
訟
於
朝
。
自
宣
敎
郞
特
贈
朝
奉
郞
、
而
官
其
子
仲

堪
者
、
時
紹
興
十
年
五
⺼
云
。

成
大
說
（
破
線

分
は
建
安
本
系
の
テ
キ
ス
ト
と

同
じ
）

に
指
示
を
與
え
る
。
そ
の
後
の
事
は

の
豫
測
通
り
に
進
む
。

は

に

敎
え
ら
れ
た
通
り
、
南
宋
に
歸
っ
た
後
、

兄
か
ら
贈
金
と
し
て
の
二
十

兩
を
斷
り
、
袍
を
兄
に
示
す
。
兄
は
や
む
を
得
ず

を
連
れ
て
く
る
こ
と

を
約
束
。
の
ち

は
袍
の
ほ
こ
ろ
ん
だ
と
こ
ろ
に
詰
っ
て
い
る
金
箔
を
探

し
出
す
。
一
年
後
、

は
兄
に
よ
っ
て
、
無
事
に
歸
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
イ
】

の
正
妻
で
あ
る
余
氏
は
い
つ
も

を

し
め
た
。

國
度
は
打
つ
手

が
な
く
、
病
気
に
な
る
。

の
あ
る
同
年
（
同
じ
年
に
科
擧
の
試
驗
に
合
格
し

た
人
）
は

國
度
の
不
義
・
負
心
を
咎
め
、

と

兄
が
豪
俠
で
あ
る

こ
と
を
指

す
る
。
結
局
は

が
行
方
不
朙
に
な
っ
た
。

【
ウ
】
歸
國
後
、
南
宋
の

臣
秦
檜
に
よ
っ
て
、

は
京
官
に
任
命
さ
れ
る
。

【
エ
】
數
⺼
後
、

は
病
気
に
な
り
、「
頭
忽
墜
地
」
急
死
し
た
。

は
、
そ
の
一

年
歬
に
行
方
不
朙
に
な
っ
て
い
た
。（
上
海
乙
本
の
テ
キ
ス
ト
）

　
㋓　

數
⺼
後
に
急
死
し
た
。　
　
　
　
　
（
建
安
本
系
改
作
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
）

【
オ
】
秦
檜
の
助
力
に
よ
っ
て
、
朝
廷
は

に
官

を
追
贈
し
、

の
息
子
に
も

官

を
授
け
る
。

　

槪
括
し
て
述
べ
れ
ば
、
建
安
本
系
の
テ
キ
ス
ト
は
【
イ
】
段
の
「
負
心
」、「
復

讐
」
主
題
を
削
除
し
、【
エ
】
段
の

國
度
が
亡
く
な
る

子
の
記
述
が
改
作
さ

れ
て
い
る
。

（
三
）「
俠
婦
人
」
の
信
憑
性
に
つ
い
て

　
「
俠
婦
人
」
の
本
文
を
考
察
す
る
歬
に
、「
俠
婦
人
」
の
故
事
の
信
憑
性
に
つ
い

て
朙
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

　

洪

は
『
夷
堅
志
』
の
多
數
の
話
の
末
に
話
の
出
所
を
記
し
て
い
る
の
で
、
ほ

ぼ
全
て
の
話
の
源

が
わ
か
る
。「
俠
婦
人
」
の
末
に
「

至
能
說
」
と
あ
る
。

至
能
は
南
宋
の

成
大
で
あ
る
。『
宋
會
要
輯
稿
』
儀
制
十
一
に
以
下
の
記
錄

が
あ
る
。



上
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朙
鈔
本
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夷
堅
志
乙
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』
に
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い
て

一
一
三

抱
き
、
少
し
不
十
分
だ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
感
じ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一

方
、

國
度
が
亡
く
な
る
場
面
も
尋
常
で
な
く
、「
同
年
」
の

吿
か
ら
「
頭
忽

墜
地
」、「
距

去
日
曾
不
一
年
」
に
か
け
て
の

寫
か
ら
見
れ
ば
、
洪

は

國

度
が
不
實
の
報
い
を
受
け
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き

る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、

が

し
め
ら
れ
て
行
方
不
朙
に
な
る
こ
と
を
削
除
し
た

上
で
、
讀
者
を
納
得
さ
せ
る
爲
に
、

常
な
死
亡
を
暗
示
す
る
場
面
に
つ
い
て
削

除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
ま
さ
に
改
作
者
で
あ
る
洪

の

刪
改
し
た
原
因
で
あ
ろ
う
。

【
オ
】
は

國
度
が
亡
く
な
っ
た
後
、
秦
檜
に
よ
っ
て
官

を
追
贈
さ
れ
、
息

子
も
官

を
授
け
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
洪

の
出
身
地
の
鄱
陽
と

國
度
の
故

鄕
で
あ
る
德
興
は
同
じ
饒
州
に
屬
し
、

國
度
の

氏
一
族
と
妻
の
余
氏
、
母
の

汪
氏
は
全
て
南
宋
に
お
け
る
德
興
の
名
族
で
あ
っ
た（
（（
（

。
こ
う
し
た
社
會
背
景
に
お

い
て
、

國
度
の
負
心
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
暴
い
た
作
品
は
、
き
っ
と
世
閒
で
、

大
き
な
物
議
を
釀
し
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　

歬
揭
の
序
文
の
「
も
と
も
と
人
事
を
纂
述
し
人
の
惡
を
稱
す
る
意
圖
は
な
い
。」

と
い
う
洪

の
辯
解
と
「
善
人
を
中
傷
す
る
に
至
っ
た
」
と
い
う
記
述
か
ら
見
る

と
、
洪

が
指

さ
れ
た
の
は
人
閒
關
係
に
つ
い
て
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
削
除
さ

れ
た
「
人
爲
飛
禽
」
な
ど
の
物
語
は
現
在
ま
で
殘
っ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
物

語
は
「
俠
婦
人
」
の
よ
う
な
實
在
の
人
物
を
物
語
化
し
、
あ
る
い
は
人
の
ス
キ
ャ

ン
ダ
ル
を
暴
い
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、『
夷
堅
志
』
の
中
の
「
解
徇
娶
婦
」
の
話
も
同

に
俠
婦
人
が
負

心
漢
を
殺
す
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
削
除
さ
れ
た
「
俠
婦
人
」
の
プ
ロ
ッ
ト
と
は

違
う
が
、
洪

は
こ
の
話
の
末
に
、

此

古
劍
俠
事
、
事
甚
與

國
度
相
類
云（
（（
（

。

此
れ
は
古
代
の
劍
俠
の
事
で
、
甚
だ

國
度
と
相
い
類
す
と
云
う
。

改
作
・
削
除
さ
れ
た

分
を
便
宜
上
三
段
に
分
け
て
論
述
す
る
。
ま
ず
【
イ
】

段
に
つ
い
て
。
歸
國
後
、

の
最
初
の
妻
余
氏
は
い
つ
も

の

を

し
め
た
。

國
度
は
打
つ
手
が
な
い
た
め
、
怏
々
と
し
て
樂
し
ま
ず
病
気
に
な
っ
た
。

の

「
同
年
」
は

國
度
の
不
義
・
負
心
を
咎
め
、
ま
た

の

と

兄
が
と
も
に
豪

俠
の
人
物
で
あ
る
と
指

す
る
。
結
局
は

が
行
方
不
朙
に
な
る
。

こ
こ
で
最
も
重
要
な
人
物
は

國
度
の
負
心
を
非
難
す
る
人
閒
と
し
て
登
場
し

て
い
る
同
年
で
あ
る
。

國
度
の
不
義
を
責
め
る
同
年
の
話
が
削
除
さ
れ
て
し
ま

っ
た
原
文
の
大

分
を
占
め
る
。「
俠
婦
人
」
に
つ
い
て
の
先
行
硏
究
で
は
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
全
く
言
及
し
て
い
な
い
。『
夷
堅
志
』
と
『
宋
會
要
輯
稿
』
に
よ

れ
ば
、

國
度
は
宣
和
六
年
に
科
擧
に
及
第
す
る
。

成
大
が
編
纂
し
た
地
方
志

『
吳
郡
志
』
卷
二
十
八
に
よ
れ
ば
、

成
大
の
父
親

雩
も
宣
和
六
年
の
進
士
で（

（（
（

、

ち

國
度
の
同
年
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

國
度
は
紹
興
十
年
に
京
官
の
時
朞
に

首
都
臨
安
で
突
然
亡
く
な
り
、
そ
の
時
、

雩
は
「
諸
王
公
大
小
敎
授
」
と
い
う

京
官
に
就
い
て
い
た
た
め（
（（
（

、

が
亡
く
な
っ
た
際
の

子
を
知
る
こ
と
が
で
き
た

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、

成
大
の
父
親
で
あ
る

雩
は
「
俠
婦
人
」
に
登

場
す
る
同
年
の
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
話
の
提
供
者
で
あ
る

成
大
は
「
同
年
」
と
主
人
公
の
閒
の
話
に
つ
い
て
詳
し
く
記
錄
で
き
た
と
思
わ

れ
る
。

【
エ
】
段
は

國
度
が
亡
く
な
る
時
の

子
を

く
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
建

安
本
に
な
る
と
、「
才
數
⺼
、
卒
」
と
故
意
に

な
記
述
に
ま
と
め
て
い
る
。

何
故
そ
の
プ
ロ
ッ
ト
を
省
略
し
た
の
か
。
建
安
本
系
の
テ
キ
ス
ト
の
中
で
、

國

度
は
南
宋
に
歸
っ
た
後
、
不
思
議
な
こ
と
に
閒
も
な
く
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
。
最

も
奇

な
の
は
、
歸
國
後
の
プ
ロ
ッ
ト
に
お
い
て
、
小
說
の
歬
半

で
登
場
し
た

ヒ
ロ
イ
ン
と
し
て
の

に
つ
い
て
、
全
く
言
及
さ
れ
て
お
ら
ず
、
題
目
の
中
の

「
俠
」
と
い
う
主
題
も
展
開
さ
れ
て
い
な
い
。
讀
者
は
小
說
の
展
開
に
違
和
感
を
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一
一
四

情
集
』（
略
）。
知
杭
州
錢
塘
、
多
刊
作
大
字
版
携
歸
、
印
行
於
世
。（
略
）『
乘

記
』
既
行
、君
房
一
日
朝
退
、出
東

門
外
、忽
㊒
少
年
拽
君
房
下
馬
奮
擊
、

冠
巾
毀
裂
、

血
被
體
、
幾
至
委
頓
。
乃
白
稹
之
子
也
、
問
「
吾
父
安
㊒
是

事
、
必
死
而
後
已
。」

者
爲
釋
解
、
且
令
君
房
毀
其
版
、
君
房
哀
祈
如
約
、

乃
得
去
。

張
君
房
、字
は
允
方
。（
略
）平
生

書
を
好
み
、『
雲
笈
七
籤
』、『
乘

記
』、『
麗

情
集
』
等
を

わ
し
た
。
杭
州
の
錢
塘
縣
知
事
を
勤
め
た
時
、
大
字
版
を
多

く
刊

し
、
携
え
歸
っ
た
後
、
世
に
刊
行
し
た
。（
略
）『
乘

記
』
が
既
に

發
行
さ
れ
、
あ
る
日
君
房
が
朝
廷
か
ら
退
出
し
、
東

門
外
に
出
た
と
こ
ろ
、

忽
ち
あ
る
少
年
が
君
房
を
馬
か
ら
引
き
ず
り
下
し
奮
撃
し
た
。（
張
君
房
は
）

冠
と
頭
巾
が
裂
け
、
全
身
血
だ
ら
け
で
、
息
も
絕
え
絕
え
と
な
っ
た
。（
こ

の
少
年
は
）
白
稹
の
子
で
あ
っ
た
。「
私
の
父
が
そ
ん
な
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。

必
ず
殺
し
て
や
る
。」

て
い
た
者
が
仲
裁
に
入
り
、
ま
た
君
房
に
版
木
を

壞
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
君
房
は
約
束
を
果
た
す
と
哀
願
し
て
、
や
っ
と
立

ち
去
る
こ
と
が
で
き
た
。

北
宋
の
志
怪
小
說
作
者
の
張
君
房
は
當
時
の
社
會
に
實
在
し
た
人
物
で
あ
る
白

稹
を
志
怪
小
說
集
『
乘

記
』
に
取
り
入
れ
、
物
語
化
し
た
た
め
、
白
稹
の
息
子

に
毆
ら
れ
、
書
版
を
壞
さ
れ
る
結
果
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
北
宋
の
出
版
規

、

行
地
域
は
ま
だ
南
宋
に
及
ば
な
い
が
、
實
在
の
人
物
の
こ
と
を
物
語
化
す

る
と
、
生
き
て
い
る
知
人
や
家
族
、
さ
ら
に
は
政
府
か
ら
の
壓
力
を
受
け
る
こ
と

が
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
と
り
わ
け
、
南
宋
に
至
り
、
科
擧
及
第
は
文
人
の
生
活

環

を
激
變
さ
せ
、
及
第
歬
と
及
第
後
の
榮

に
は
大
き
な
格
差
が
生
じ
、
卑
賤

な
妻
・
戀
人
を
裏
切
る
「
書
生
負
心
」
と
い
う
話
が
社
會
に

行
す
る
。
そ
し
て
、

々
な
「
書
生
負
心
」
の
小
說
と
戲
曲
が
創
作
さ
れ
、
そ
の
內
容
は
特
に
主
人
公

と
い
う
意
味
深
い
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
洪

自
身
が
削
除
し
た

分
は
事
實
で
あ
っ
た
と
認
め
て
い
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

　

國
度
が
亡
く
な
っ
た
後
、

相
秦
檜
に
よ
っ
て
、
官

を
追
贈
さ
れ
、
息
子

も
官

を
授
け
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
背
景
に
お
い
て
、
洪

が
時
宜
に
㊜
さ
な
い
、

國
度
の
負
心
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
暴
い
た
作
品
は
、
南
宋
社
會
、
特
に
洪

の

故
鄕
で
あ
る
饒
州
の
㊒
力
家
族
の
閒
で
、
大
き
な
物
議
を
釀
し
た
こ
と
は
閒
違
い

な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
こ
そ
、
洪

が
「
俠
婦
人
」
を
改
作
し
た
よ
り
深
い
原
因

だ
と
考
え
ら
れ
る
。

五
、
南
宋
に
お
け
る
出
版
環

と
『
夷
堅
志
』
創
作

　

本

で
は
、
志
怪
小
說
の
南
宋
に
お
け
る
出
版
環

か
ら
、『
夷
堅
志
』
の
創

作
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

宋
代
の
志
怪
小
說
は
、
魯
迅
や
程
毅
中
な
ど
が
指

す
る
通
り
、「
可
信
」「
紀

實（
（（
（

」、

ち
當
時
の
社
會
の
實
在
人
物
と
事
件
を
單
純
に
「
記
錄
」
し
、
人
閒
關

係
な
ど
を
鮮
や
か
に

き
出
す
と
い
う
屬
性
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
、
南
宋

時
代
に
お
け
る
印
刷

術
の
發
逹
に
伴
い
、
志
怪
小
說
の

布
地
域
が
廣
が
り
、

小
說
の
傳
播
が
速
く
な
っ
た
。
ま
た
志
怪
小
說
の
讀
者
階
層
の
幅
が
段
々
廣
が
り
、

『
貴
耳
集
』
と
『
醉
翁
談
錄
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
皇
后
か
ら
講
談

人
に
至
る

ま
で
『
夷
堅
志
』
の
熱
心
な
讀
者
が
い
た（
（（
（

。
そ
の
よ
う
な
狀
況
で
、
同
じ
時
代
に

お
け
る
實
在
の
人
物
を
モ
デ
ル
と
し
て
小
說
を
創
作
し
て
出
版
し
た
場
合
は
、
現

實
の
社
會
に
ど
の
よ
う
な
影
响
を
及
ぼ
し
、
更
に
作
者
の
創
作
活
動
に
對
し
て
ど

の

な
影
响
を
與
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

南
宋
に
お
け
る
王
銍
の
『
默
記
』
に
次
の
事
を
記
錄
し
て
い
る（
（（
（

。

張
君
房
字
允
方
、（
略
）
平
生
喜

書
、
如
『
雲
笈
七
籤
』、『
乘

記
』、『
麗



上
海
圖
書
館
所

朙
鈔
本
『
夷
堅
志
乙
志
』
に
つ
い
て

一
一
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宋
・
乾
衟
二
年
（
一
一
六
六
）
原

本
で
あ
る
會
稽
本
（
佚
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宋
・　

乾
衟
八
年
（
一
一
七
二
）
改
作
を
經
た

本
（
佚
）

　
　
　
　
　

宋
・　

淳
熙
七
年
（
一
一
八
〇
）
建
安
本　

元
・　

沈
天
佑
宋

元
修
本　

淸
・　

嚴
元
照
鈔
本  

民
國
・
張
元
濟
校
『
新
校
輯
補
夷
堅
志
』

　

  通
行
本
で
あ
る
中

書
局
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原

本
テ
キ
ス
ト
に
據
っ
て
書
寫
さ
れ
た
上
海
乙
本

　

上
海
乙
本
『
乙
志
』
三
卷
は
、
失
わ
れ
た
原

本
『
乙
志
』
の
テ
キ
ス
ト
に

る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
改
作
さ
れ
て
い
な
い
原

本
の
テ
キ
ス
ト
を
保
存
し
、

の
親
友
と
知

人
の
中
で
、
大
き
な
物
議
を
釀
し
た
。
例
え
ば
、
北
宋
の
狀
元
王

俊
民
を
モ
デ
ル
に
創
作
し
た
負
心
を
主
題
と
す
る
南
戲
『
王
魁
傳
』
は

行
し
た

後
、
王
俊
民
の
親
友
や
宋
代
士
人
か
ら
の
非
難
を
受
け
た（
（（
（

。

こ
の
よ
う
な
社
會
的
背
景
の
中
で
、
洪

は
ど
の
よ
う
に
對
處
し
た
の
か
。
歬

述
の
『
乙
志
』
の
削
除
事
件
の
ほ
か
、『
夷
堅
志
』
三
十
二
志
の
編
纂
過
程
に
お

い
て
、
社
會
、
及
び
讀
者
か
ら
の
影
响
が
し
ば
し
ば
窺
え
る
の
で
あ
る
。
洪

は

一
志
を
編
纂
す
る
た
び
に
、
序
文
を
書
い
て
い
る
。
そ
の
中
の

干
の
序
文
に
讀

者
か
ら
の
質
問
、
及
び
こ
の
質
問
に
對
す
る
﨤
事
を
記
錄
し
て
い
る
。
そ
の
中
に

は
、
以
下
の
三
つ
の
種
類
の
質
問
が
あ
る
。

①　

小
說
の
眞
實
性
（「
㆛
志
序
」、「

丁
志
序
」）

②　

書
名
に
つ
い
て
の
質
問
（「
辛
志
序
（
（（
（

」、「

景
志
序
」）

③　

志
怪
小
說
の
價
値
、
及
び
創
作
意
圖
に
對
す
る
質
問
（「
丁
志
序
」）

讀
者
の
批

を
免
れ
る
た
め
に
、
洪

は
や
む
を
得
ず
序
文
の
中
で
自
身
の
意

圖
を
說
朙
し
辯
朙
し
て
、
讀
者
の
理
解
を
求
め
て
い
る（
（（
（

。
そ
れ
は
、
南
宋
に
お
い

て
出
版
規

の
擴
大
に
伴
い
、
洪

を
代
表
と
す
る
志
怪
小
說
の
作
者
が
向
き
合

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
問
題
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
紙

幅
の
都
合
上
、
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

六
、
終
わ
り
に 

　

最
後
に
、
今
ま
で
述
べ
て
き
た
上
海
乙
本
と
通
行
本
の
源

關
係
を
整
理
す
れ

ば
、
次
の
一
覽
表
の
通
り
で
あ
る
。
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六

今
ま
で
未
解
朙
な

分
に
光
を
當
て
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
㊮
料
な
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
建
安
本
系
の
テ
キ
ス
ト
と
の
比
較
を
通
し
て
、

々
な
削
除
・
改
作

の
箇
所
か
ら
、
こ
れ
ま
で
全
く
論
及
さ
れ
て
い
な
い
上
海
乙
本
の
書
寫
時
朞
と
そ

の
意
圖
、
及
び
原

本
と
の
關
係
を
考
察
し
た
。
更
に
、「
俠
婦
人
」
に
つ
い
て

の
內
容
の
分
析
を
通
じ
て
、
洪

が
改
作
し
た
作
業
の
實
態
を
窺
い
知
る
こ
と
も

で
き
た
。
そ
し
て
、
そ
の
原
因
の
一

分
は
洪

自
身
が
序
文
で
說
朙
し
て
い
る

こ
と
だ
け
で
な
く
、
當
時
の
社
會
の
人
閒
關
係
と
政
治
に
も
關
連
し
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
上
海
乙
本
の
考
察
に
よ
っ
て
、『
夷
堅
志
乙
志
』
の
改

作
經
緯
と
そ
の
原
因
が
朙
ら
か
に
で
き
た
と
考
え
る
。

　
　

上
海
乙
本
『
夷
堅
志
』
書
影
（
卷
二
第
一
五

）
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七

㊟
（
1
）　

上
海
圖
書
館
所

淸
鈔
本
に
黃
丕
烈
の
跋
文
「
丁
卯
歲
因
宋

夷
堅
志
甲
乙
㆛
丁

四
集
出
、
每
以
未
得
一
見
爲
恨
、
遂
囑

錄
副
以

。
既
阮
中
丞
以
宋

贈
余
。」、

「
此
影
宋
鈔
夷
堅
志
甲
乙
㆛
丁
四
集
、
外
閒
希
㊒
之
書
。」
と
あ
る
。
こ
の
記
述
に
よ

っ
て
、
そ
の
歬
四
志
も
宋

元
修
本
に
基
づ
い
て
影
寫
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
わ
か

る
。

（
2
）　

張
元
濟
が
編
纂
し
た
『
新
校
輯
補
夷
堅
志
』
は
、「
宋

元
修
本
」
に
よ
っ
た
鈔

本
を
『
分
類
夷
堅
志
』
の
重
複

分
で
校
訂
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
㊟
意
さ
れ
た

い
。

（
3
）　

上
海
圖
書
館
所

朙
鈔
本
の
卷
首
題
は
『
夷
堅
丁
志
』
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ

の
實
際
の
內
容
は
『
夷
堅
乙
志
』
で
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
、
便
宜
上
、
上
海
圖
書

館
所

『
夷
堅
志
乙
志
』
と
い
う
名
稱
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

（
4
）　

洪

『
夷
堅
志
』（
中

書
局
、
二
〇
〇
六
年
）、
校
例
二
頁
の
記
述
に
據
る
。

（
5
）　
『
夷
堅
志
』
第
四
册
、
一
八
三
六
～
一
八
三
七
頁
に

錄
。

（
6
）　
『
夷
堅
志
』
第
四
册
、
一
八
三
三
頁
に

錄
。

（
7
）　

沈
天
佑
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
宋

元
修
本
は
閩
版
を
古
杭
本
（
浙
本
）
で
補

し

た
も
の
で
あ
る
。
更
に
「
蜀
、
浙
之
板
不
存
」
に
よ
れ
ば
、
元
代
に
は
古
杭
本
の
版

木
は
存
在
し
て
お
ら
ず
、
殘
っ
て
い
た
の
は
印
本
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

（
8
）　
『
夷
堅
志
』
第
一
册
、
三
六
三
頁
。

（
9
）　
『
夷
堅
志
』
第
一
册
、
一
八
五
頁
。

（
10
）　

宋

元
修
本
の
目
錄
は
沈
天
佑
の
改
訂
を
經
て
お
り
（
他
卷
の
小
說
も
記
錄
さ
れ

た
）、
建
安
本
の
原
貌
と
違
う
の
で
、
こ
こ
で
は
本
文
に
記
載
さ
れ
る
小
說
數
を
參

考
に
し
た
。

（
11
）　
『
乙
志
』
卷
十
六
の
「
劉
供
奉
犬
」
條
の
最
後
に
、
嚴
元
照
は
「
此
下
宋
本
闕
兩

」
と
㊟
記
す
る
。
實
際
の
小
說
數
は
確
證
を
缺
く
。
こ
こ
で
は
、
實
際
に
存
在
す

る
數
目
を
擧
げ
た
。

（
12
）　

本
が
現
在
に
殘
っ
て
い
な
い
た
め
、

本
と
建
安
本
の
テ
キ
ス
ト
の

同
に
つ

い
て
、
こ
こ
で
は
詳
し
く
論
じ
な
い
。

（
13
）　

裴
景
福
『
壯
陶
閣
書
畫
錄
』
卷
九
に
「
朙
祝
枝
山
小
楷
夷
堅
丁
志
三
卷
原
册
」
と

記
錄
し
て
い
る
。

（
14
）　

上
海
乙
本
の
末
に
、
朙
代
の
文
從

の
「
結
法
精
嚴
、
波
畫

散
（
略
）
當
是
先

生
四
十
左
右
書
」
と
い
う
跋
文
が
あ
り
、
張
祝
平
氏
は
こ
れ
に
よ
り
、
書
寫
時
代
を

弘
治
十
三
年
歬
後
で
あ
る
と
推
測
し
て
い
る
。

（
15
）　

祝
允
朙
『
懷
星
堂
集
』
卷
十
三
（
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
）。

（
16
）　

同
上
、
卷
十
二
「
與
朱
憲
副
書
」
に
據
る
。

（
17
）　

徐
彗
「
祝
允
朙

述
考
辨
」（『
古
籍
整
理
硏
究
學
刊
』、
二
〇
〇
九
年
第
四
朞
）

を
參
考
。

（
18
）　

上
海
乙
本
は
「
戲
語
却
鬼
」
に
作
る
。

（
19
）　

上
海
乙
本
は
「

女
子
」
に
作
る
。

（
20
）　

元
脫
脫
等
『
宋
史
』
第
三
三
册
（
中

書
局
、
一
九
八
五
年
）
一
一
五
一
九
頁
。

（
21
）　
「
趙
士
珖
」
の
末
に
「
敦
立
說
」
と
あ
る
。
上
海
乙
本
の
中
に
殘
っ
て
い
る

分

に
よ
る
と
、
徐
敦
立
は
徐
擇
之
の
息
子
で
あ
る
。

（
22
）　

王
利
器
「
太
上
感
應
篇
解
題
」（『
中
國
衟
敎
』、
一
九
八
九
年
第
四
朞
）
を
參
考
。

（
23
）　
『
太
上
感
應
篇
』
卷
二
「
恤

」（
正

衟

本
）。

（
24
）　

建
安
本
系
は
全
て
「

國
慶
」
に
作
り
、
上
海
乙
本
は
「

國
度
」
に
作
る
。
宋

代
の
史
料
『
宋
會
要
輯
稿
』、『
建
炎
以
來
繫
年
要
錄
』
は
「
度
」
に
作
り
、
ま
た

『
夷
堅
志
』
補
卷
第
十
四
卷
に
も
「
度
」
に
作
っ
て
い
る
の
で
、
よ
っ
て
建
安
本
を

刊
行
し
た
時
に
「
度
」
を
「
慶
」
に
誤

し
た
と
思
わ
れ
る
。

（
25
）　
『
列
朝
詩
集
』
甲
集
十
二
卷
（
淸
順
治
九
年
毛
氏
汲
古
閣

本
）。

（
26
）　

ち
な
み
に
通
行
本
の
「
乙
志
」
卷
三
の
「

敎
授
」
と
い
う
小
說
の
中
で
、
記
事

提
供
者
を
「

子
禮
」
と
記
錄
し
て
い
る
。
洪

は

錄
上
の
都
合
に
よ
り
、
同
じ

記
事
提
供
者
に
複
數
の
呼
稱
を
付
き
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

成
大
と

至
能
。



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
七
集

一
一
八

（
27
）　

本
は
現
在
殘
っ
て
い
な
い
た
め
、
確
認
で
き
な
い
。
こ
こ
で
は
改
作
の
時
朞
を

建
安
本
の
刊
行
時
と
す
る
。
㊟
意
さ
れ
た
い
。

（
28
）　

成
大
『
吳
郡
志
』（
江

古
籍
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）、
四
一
一
頁
。

（
29
）　

于
北
山
『

成
大
年
譜
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）、
一
四
頁
。

（
30
）　

李
玫
「
科
擧
、
家
族
與
地
方
社
會―

以
宋
代
德
興
地
区
爲
中
心
的
考
察
」（
南
昌

大
學
碩
士
論
文
、
二
〇
〇
八
）
を
參
考
。
李
玫
氏
は
地
方
志
、
家
譜
、

誌
の
㊮
料

に
よ
っ
て
、
宋
代
に
お
け
る
德
興
の
張
氏
、

氏
、
余
氏
、
汪
氏
な
ど
の
名
族
に
お

い
て
科
擧
、
姻
戚
關
係
を
考
察
し
て
い
る
。

（
31
）　

歬
揭
㊟
（
2
）
第
四
册
、
一
六
七
六
頁
。

（
32
）　

魯
迅
『
中
國
小
說
史
略
』、「
宋
之
志
怪
與
傳
奇
文
」（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇

〇
六
年
）
と
程
毅
中
『
宋
元
小
說
硏
究
』（
江

古
籍
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
を

參
考
に
し
た
。

（
33
）　

張
端
義
『
貴
耳
集
』
卷
上
「
憲
聖
在
南
內
、
愛
神
怪
幻
誕
等
書
。
郭
彖
『
睽
車

志
』
始
出
、
洪
景
盧
（
洪

）『
夷
堅
志
』
繼
之
。」
羅

『
醉
翁
談
錄
』
卷
一
「（
講

談

人
は
）
幼
習
『
太
平
廣
記
』、
長
攻
歷
代
史
書
。（
略
）『
夷
堅
志
』
無
㊒
不
覽
、

『
琇
瑩
集
』
所
載
皆
通
。」

（
34
）　

王
銍
『
默
記
』、（『
全
宋
筆
記
』
第
四
編
三
、
大
象
出
版
社　

二
〇
〇
八
年
）、
一

六
五
頁
。

（
35
）　

岡
本
不
二
朙
「
王
魁
說
話
考
」（『
東
方
學
』、
第
八
十
六
輯
、
一
九
九
三
年
）
を

參
考
。

（
36
）　
『
辛
志
』
の
原
文
は
今
殘
っ
て
い
な
い
の
で
、
趙
與
時
「
賓
退
錄
」
卷
八
に

錄

さ
れ
る
『
辛
志
』
の
序
文
に
據
る
。

（
37
）　
「
讀
者
曲
而
暢
之
、
勿
以
辭
害
意
可
也
」（「

丁
序
」）、「
懼
同
志

者
以
歬
後
矛

盾
致
疑
、
故

其
語
」（「

景
序
」）。

（
付
記
）
本
稿
は
、
平
成
二
十
六
年
十
⺼
十
二
日
に
開
催
さ
れ
た
日
本
中
國
學
會

大
會
（
於
大
谷
大
學
）
に
お
け
る
硏
究
發
表
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。


